



○条例【８条例１２項目】
	条例名
	改善内容

	大阪府における銀行業等に対する事業税の課税標準等の特例に関する条例
	・本条例による課税の対象となる期間の終了後、地方税法の規定による更正又は決定をすることができる期間が経過したことから、本条例を廃止。　⇒2月議会提出、３月改正

	大阪府旅館業法施行条例
	・ホテル・旅館の客室におけるくず入れの設置の規定
・ホテルの洗面所における冷温水設備の設置の規定
の在り方について、他府県の規定状況等を調査するとともに、その必要性について引き続き検証する。

	大阪府自然環境保全条例

	・改正自然環境保全法を踏まえて、特別地区内に国等が建築物を新築する場合等の規定を「同意」から「協議」に変更。　⇒2月議会提出、３月改正

	大阪府動物の愛護及び管理に関する条例
	・特定動物（へび等）の飼養・保管のための施設の構造・規模に関する基準の規定は、基準の内容をすべて規則に委任しているが、それが法の審査基準になったので、条例で規定するのではなく法の審査基準として設定し直す。　⇒2月議会提出、３月改正

	大阪府屋外広告物条例
	・官公署等を禁止区域から除外することについて、審議会答申後に改正する。
・広告物表示の許可の更新を「期限の７日前までに許可を受けること」から「期限の満了前に許可を受けること」に緩和することについて、今後改正を検討する。

	大阪府景観条例

	・景観計画区域内工事の届出者の氏名変更について、届出時期を「工事実施期間中等」と明記。
　⇒2月議会提出、３月改正

	大阪府福祉のまちづくり条例

	・自動車修理工場を特別特定建築物（規制対象）としていること。
・公衆便所のベビーチェア等の設置義務付け対象規模（現1,000㎡以上）
・条例制定前の既存施設に対する現況調査結果報告に関する規定
について、障害者差別解消法（平成28年4月施行）に関する国等の取組を踏まえつつ、それぞれ今後も引き続き審議会で見直し検討する。

	大阪府建築基準法施行条例

	・公衆浴場の床面積の規定（脱衣室15㎡以上、浴室22㎡以上）を削除（床面積等の衛生面に関する基準は公衆浴場法で対応）　⇒2月議会提出、３月改正


○規則【４規則４項目】
	規則名
	改善内容

	大阪府特定非営利活動促進法施行細則
	・定款変更に係る認証申請及び届出の添付書類の部数を減（副本２部→１部）
　⇒３月改正

	大阪府蜜蜂の飼育の規制に関する条例施行規則
	・巣箱間の距離制限（２ｍ以上）の規定を削除
　⇒３月改正

	大阪府循環型社会形成推進条例施行規則
	・産廃保管届出の提出書類を見直し（廃掃法届出と重複する書類（付近見取図等）の減など）
　⇒３月改正

	大阪府屋外広告物条例施行規則
	・屋外広告業者登録簿の閲覧時間（午前9:30～12:00、午後1:00～4:30）を見直す。
　⇒３月改正


規制条例（６９条例）の点検

















◆庁内検討（４月～３月）


　６９条例について所管部局による自主点検 ＋ 点検を踏まえた庁内協議














◆改善する条例・規則　８条例・４施行規則　


◆その他の条例についても継続的に検討し、


必要があればその都度、議会に提案


※今後、４年ごと（２９年度）に規制条例の総点検


を実施（２１年度にルール化）








点検の視点


必要性、有効性、効率性、基本計画適合性、適法性の5つの視点


に加え、





・規制の内容が今日の社会状況に合っていないものはないか


・規制を緩和することにより事業者や府民の負担軽減が図られるものはないか


・規制を見直さないことについて府民に説明責任が果たせるか





の視点から点検








点 検 結 果








